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研究成果の概要：

本研究では、動学多地域階層システムの概念に基づいて、都道府県レベルの動学多地域連動

経済モデル、都市圏レベルの動学ゾーン連動経済モデル、多地域連動型の計量経済モデル、及

び多地域経済モデルの並列分散処理手法の開発を行った。これらの各種モデルを用いて、コン

パクトシティ形成、地震防災、環境、経済開発、技術選択などの都市地域再生政策をシミュレ

ーション分析により評価する手法を提案した。
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１．研究開始当初の背景
バブル経済崩壊後、経済構造改革の一環と
して、我が国においては都市地域再生政策が
実施されてきた。自主的かつ自律的な都市や
地域づくりを進める地方分権においては、都
市地域再生を意図した政策を評価する手法
の開発が期待されている。
特に、我が国の都心部では、中枢機能の低
下が著しく、中心市街地の衰退や空洞化が深
刻化している。一方で、それぞれの都市や地
域においては、地球環境問題やグローバル化
経済の対応が求められており、持続可能な都

市地域再生政策を支援する政策評価手法の
確立が重要な課題となっている。
先進諸国では少子・高齢化が共通課題であ
り、人口成長は安定している時期にある。都
市・地域の再生政策は国際的にも重要な局面
にあり、政策を支援・評価するための科学的
な分析フレームワークを設計する研究は重
要性を高めている。本研究では、多数の都市、
地域や地区を考慮しながら再生政策を支
援・評価するためのシミュレーション分析手
法の開発を行う。
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２．研究の目的
本研究の目的は、我が国の地域・都市・地
区群の空間構造及び相互依存関係を考慮し
た多地域階層システムの動学経済シミュレ
ーションモデルを構築することにある。多数
の都市群・地域群の連結を前提とする大規模
な多地域階層システムのモデル化手法を提
案する。国、都道府県、市町村、地区レベル
の社会・経済データを多地域階層システムモ
デルに組み込む情報処理手法を開発する。
地域・都市・地区の空間特性、発展メカニ
ズム、及びネットワーク効果などを考慮した
多地域階層型のシミュレーションモデルを
開発する。地域・都市・地区群間の相互作用
を考慮しながら、都市地域再生に関連する諸
政策を評価するフレームワークを提案する。

３．研究の方法
本研究では、地域・都市・地区のシミュレ
ーションモデルの開発と国内及び海外にお
ける地域・都市・地区の再生政策及び事例の
調査と特徴解析及び比較を行う。 
地域・都市・地区の各レベルの再生政策を
評価するためのモデルの開発と政策評価手
法を提案する。都市・地域の再生政策の評価
を行うためには、地域・都市・地区の空間的
レベルの視点から社会経済構造を把握する
ことが重要である。大規模な都市・地域再生
プロジェクトにおいては、私的あるは部分均
衡的な効果ではなく、それを越えるような長
期的かつ社会的な効果が存在する。
このような地域・都市・地区の境界を超え
て生じるような効果を分析するためには、
個々の経済活動が地域・都市・地区レベルに
詳細に区別され、かつ、地域・都市・地区レ
ベルの経済活動が多様なネットワークによ
り結合されている状況が、モデルのうえで表
現されている必要がある。本研究では、可能
な限り社会経済構造を細分化し、その相互作
用を考慮しながら、データを加工し、複雑な
モデルを設計・開発する方法を採用する。
具体的には、事例の類型化と比較分析、動
学空間応用一般均衡分析、社会的最適化分析、
多地域計量経済分析、ネットワーク分散処理
分析、GISによる分析等の手法が用いられる。

４．研究成果
①地域レベル
(1)総合交通体系を考慮した動学 SCGEモデル
総合交通ネットワークで結合された動学
空間応用一般均衡(SCGE)モデルの開発を行
った。我が国の都道府県地域構造に総合交通
体系（道路、鉄道、水路、空路）を組み込ん
だモデルを設計した。ここで想定している空
間経済に関して、分権モデルと社会的最適化
モデルの等価性について検討した。このモデ
ルを用いて、東海地震発生前後の地域経済シ

ミュレーションを実施し、防災投資の効果を
明らかにした（図１）。

図１ 地震後の GRP の変化

(2)利根川流域地域の社会経済環境モデル
群馬県の利根川流域を対象に，流域内の水
質汚濁物質や大気汚染物質の排出構造及び
その動態，流域市町村の社会経済活動，さら
にそれに伴う環境経済政策を包含したシミ
ュレーションモデルを構築して，コンピュー
ターにより最適化シミュレーションを行っ
た。
先端的環境技術であるバイオマス資源化
技術の利用を一つの政策手段として用い，大
気汚染問題・水質汚濁問題の両面を考慮に入
れた河川流域の総合的な最適環境政策に関
する提言を行った。環境共生型の都市・地域
再生の重要性を示すとともに、その評価手法
を提案した。
(3)豊川流域地域の水資源経済モデル
東三河地域を対象に、水資源政策を評価す
るための多地域連動型計量経済モデルを構
築した。東三河地域を 4地域に分割し、各地
域及び地域間の水資源と経済構造の関係を
描写する推計式を作成した（図２）。４地域
が水資源ネットワークで連動する経済モデ
ルとなっている。このモデルを用いて、豊橋
地域への人口集積、渇水の発生、新規ダム建
設等がもたらす経済効果をシミュレーショ
ンにより明らかにした。

図２ 東三河計量経済モデルの地域区分
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②都市レベル
(1)動学最適化による都市形成モデル
コンパクトシティ政策を評価するために、
都市圏を対象とした動学社会的最適化モデ
ルを構築した。都市社会基盤、環境ストック、
土地利用規制に焦点をあて、数値シミュレー
ションにより、コンパクトシティ政策の可能
性を分析した。土地利用規制政策などが、ゾ
ーンの人口密度、地代、生産額、賃金率、低
層・高層住宅ストック（図３）、家計の余暇、
効用などに与える影響を明らかにした。理論
的な都市経済モデルを発展させて、動学かつ
詳細な空間分割を伴う都市経済シミュレー
ションモデルの提案を行った。

図３ 住宅ストックの変化

(2)帯広都市圏動学 CGE モデル
帯広都市圏を対象として、動学都市経済
CGE モデルを構築した。都市におけるリサイ
クル財市場のモデル化手法と、環境共生を考
慮した都市・地域再生政策の分析を可能とす
るモデルの提案を行った（図 4）。リサイクル
率の変化やリサイクル産業への補助金政策
が帯広都市圏経済に与える影響を明らかに
した。環境共生型都市を対象とした政策分析
に利用可能なモデルの提案を行った。

図４ 帯広都市圏動学 CGEモデルの枠組み

(3)三鷹市計量経済モデル
三鷹市を対象として、財政構造の比較分析
を行うために、都市計量経済モデルの構築を
行った。1970 年から 2005年の約 35 年間の
期間に開発した地域計量モデルを比較する
という手法により、大都市周辺地域の財政構
造の変遷と課題を統計的に明らかにした。
(4)豊橋市多地域分割型計量経済モデル
豊橋市を対象として、多地域分割型計量経
済モデルを構築した。小地域レベルの経済動
向を統計的に予測するアプローチを提示し
た。製造業の投資や人口変化が将来の小地域
経済に与える効果を明らかにした。

③地区レベル
社会経済を地区レベルに細胞化し、自律性
に基づいて地域都市を再生させる地区経営
システムのあり方は重要な課題である。
地区経営の定義、範囲、概念を整理し、日
本型の地区経営のあり方を検討した。TMO
等の地区経営事例について類型化と比較分
析を行った。地区経営の概念設計を行い、地
区経営のあり方を示すとともに、我が国の先
端的事例について解説した。海外で普及して
いる BIDの手法について整理し、我が国へ適
用する場合の課題等について明らかにした。

④ネットワーク分散モデル
世界各国の都市・地域では、個別に再生政
策評価が行われ、評価手法について多くの蓄
積がされている。これらの成果を結びつける
ような情報技術の開拓が必要である。多地域
多部門経済の世界的なネットワークを前提
として、オブジェクト指向に基づいた分散処
理により、大規模モデルに対応する分散シス
テムを提案した（図５）。

図５ 多地域モデルの並列分散システム

インターネット上に接続された並列分散
化システムに、多地域経済モデルを実装して、
インパクト評価を行った。モデルが大規模化



した場合、分散システムが有効な手段である
ことが示された。効率的なデータの分散的管
理手法とセキュリティの確保が今後の課題
として明らかとなった。

⑤海外の都市地域再生政策の事例分析
フランス、ドイツ、チリ、アイルランド、
台湾、インド、オーストラリア、スイス、ギ
リシャ、イギリス、アメリカの都市・地域再
生政策の事例について比較分析した。共通す
る成功要因は、民間主導、地元優先、産学官
連携、市民参加、開発規制緩和、戦略的開発、
起業家意識、独自性、パートナーシップ、資
源有効活用などである。先進国都市再生の共
通課題である少子化政策について成功事例
をとりまとめた。
英国の都市再生政策のインパクト評価に
ついて、行政の分野で用いられてきた評価手
法に焦点をあて特徴を分析した（図６）。英
国と我が国で実施された都市再生政策を整
理し、両国で採用されてきた手法に注目しな
がら、その変遷、有効性、及び課題などを整
理した。

分類 内容

タイプ 総合評価・業務向上評価、テーマ評価・プロセス評価・イ

ンパクト評価

タイミング 事前評価・中間評価・モニタリング・事後評価

柔軟性 プログラムの目的に対するアセスメント、目的の適切性を

伴うアセスメント、意図されたあるいは意図されない効果

のアセスメント

判断／提示 プログラムの成功と失敗の判断（改善あるいは代替案の提

言）、意思決定者への結果の提示と結論

評価者 内部（自己）評価・外部評価・自己評価・コンサルタント・

学術機関

専門的知識

／交渉

客観性を保つため学術・技術的能力を備える評価専門家に

よるアセスメント、評価結果の用途向上と市民参加のため

に、関係者間交渉を前提としたパートナーシップ

実施理由 公共部門改革・戦略的マネージメント・制度的な必要条件

目的 意思決定の改善、資源配分の効率性、アカウンタビリティ

分析枠組 分析的・体系的、信頼性、問題志向型、利用志向型

範囲 ポリシー、プログラム、プロジェクト

基準 妥当性、効率性、有効性、有用性、持続可能性

図６ 政策評価システム

中国浙江省と嘉興市を対象として、計量経
済モデルを開発し、地域都市再生の課題を分
析した。世界の地域・都市の再生を実現する
ためには、国際的な地域・都市再生評価モデ
ルの連携とネットワーク化が今後重要であ
ることが明らかとなった。

⑥今後の方向性
本研究では、都市・地域における経済空間
を可能な限り細分化し、詳細なデータレベル
を用いてシミュレーションモデルを構築し
た。これらをインターネット上で結合し、並
列分散処理する手法についても検討した。今
後の課題は、これらのモデルが有機的に結合
するようなモデル化手法の開発である。複数
モデルのアウトプットとインプットを整理
したうえで、それらを矛盾なく結合させ、精

度の高い予測シミュレーションモデルを開
発することである。
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